









































































の美学講義は、主にボアスレ コレクションに基づく一八一八年の講 を、ソリーのコレ とドレ デ絵画館の収蔵作品に基づく考察によって大幅に拡大したもの、と想像される。では、その後の芸術旅行に基づく体験は、どのように講義に反映された だろうか。　
ドレスデンには一八二一年秋と、一八二四年のヴィ
旅行の途中にも立ち寄り、絵画館を訪 ている。し し、これらの旅行が機縁となって増補されたと考えられ一八二三年以降の講義での論述は、ほ んどない。ラファエロが下絵を描いたタペストリーについての言及が、数少ない増補の一つである（
1823H






1820/21, 246 ） 。死の直前に描いて
いた『放蕩息子の帰郷』もその一例で、そうと言われなければ放蕩息子かどうかわからない、ありきたりの情景でしかない（






























asen ） 』と呼ばれる【図二】 。
　
一八二二年九月には一か月以上をかけてネーデルラント
図 ?　?Die Madonna des Basler Bürgermeisters 
Jakob Meyer zum Hasen
図 ?　Darmstädter Madonna
16
を旅行している。途中、ブラウンシュヴァイクとカッセルでは絵画館を訪問し、カッセルの絵画館の芳名帳に記帳している。さらにケルンではリュヴァースベルクとヴァルラフの個人コレクションを、アーヘンではベッテンドルフのコレクションを見ている。ネーデルラ トでは、ハーグのマウリッツハイス、アムステ ダムの王立美術館を見、ゲント、ブレダ、アントワープへと足を延ばした。具体的な作品名に関しては ドイツの諸都市で見学した個人コレクションや祭壇画につい の言及 方が多い。ネーデルラントでは見るべきものがたくさんありすぎて、個別の作品には言及しきれないのであっ 。しかし ここでの体験も一八二三年以降の講義 は反映されていない。　
一八二四年秋にはドレスデン、プラハを経由してヴィー












教会における礼拝の対象であった。これが宮殿の建築や宗教を離れて、それだけで自立する価値を有す ものと認識されるようになることで、 「芸術」という観念 成立する。　
たとえば肖像画である。肖像画 、そこに描かれた何某




の似姿でなくてはならない。しかし、人間は神を原型にして造られたのであるから、神の像は人間の像に似てしまう。そこで、 「人」で く「神」を描いているのだと説明するために、聖書の物語にある様々な事物が描き込まれることになる。だが、これらは神にとっては非本質的な付加物にすぎない。付加物を取り去って神性そのものを表現しようとすれば、現れてくるのはまた も単 る「 」である。ヘーゲルがキューゲルゲン 宗教画を だの肖像だと非難するのは、まさにこの逆説 故である。　
しかし、これは絵画の背負った本質的な宿命でもある。
こうした宿命を離れて、絵画 絵画芸術として自立するためには、描かれたイエスや聖者何某、○○王何某から作品が切り離され、独立することが必要 る ヘーゲル 、作品 自立した芸術的な価値を獲得してく 過程を ネーデルラント絵画を例にして、次のよう 論じて
ネーデルラントの芸術は、まったく伝統的でまったく手仕事的な教会画から始まりました。そこから、心のこもったまったくの単純態へと進み、さらにより高い高貴な絵画作品となりました。なかでも卓越している
のはファン・ダイクです。��中略��ここから、芸術は肖像画や家庭内の情景の描写に進み、さらにはきわめて多様な題材へ、空想の産物へ、あるいは、生活のなかにきわめて日常的に現れる一瞬一瞬の描写へも進み、最後 静物画、つまり、雑多な食器類や道具、動物や果物などといったものの寄せ集め と至ったのです（























返還されるが 抵当 入れられ、今度は両翼が散逸し、これをソリーが入手する。ヘーゲルはこれをベ リンで見ている（
B
rief: N
r. 565. III: 200 ） 。両翼は第一次大戦後にヘ

















セルの絵画館について、ヘーゲルは、 「ここ 最も勝 た作品は、ここから はなくパリからペテルスブルクに行ったものです」と書いている（
B
rief: N
r. 433. II. 347 ） 。カッ
セルから略奪された絵画もルーヴルに送 れ が、ナポレオンは、これらを妻ジョセフィーヌに贈り、ジョセフィ





























1820/21, 262, 270. 
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図 ?　Der Tod Mariens （Wallraf­Richartz­Museum）






















る。そのうえで、芸術哲学 客観的な美の学で って、創作の手引きや鑑賞 手引きといった主観的なものはならない（
1820/21, 21ff. ）と主張する。だが、芸術は、
芸術・宗教・哲学と発展する精神 の最初の段階でもある。そうであるなら、芸術はその最高 段階において宗教に座を空け渡さなくてはならない。これがいわゆる「芸術の終焉」論となる。芸術の「論理的発展」の理論 芸術の終わりを意味する。　
しかし、芸術作品に内在的に考察するなら、作品は宗教
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